
Ⅴ-.5.溶 融 鉄 合 金 の 電 気 抵 抗

九州大学 ･工学部 小 野 陽 一

溶融鉄合金の物性に閑する研究の一環 としてFe-Nil,Fe -C｡,Fe

-C,Fe -Siの各合金の溶融状態におけるし電気鎗抗を無電睦回転磁場準で
測定 して次の結果 を得た｡

1) Fe ,Co,Ni一一一 比抵抗はいずれ も温度 とともに直線的に増加す

る｡比抵抗 およびその温度係数はFe ,Co,Niの版に小さくなD,

Niが とくに小さい(Fig.1)O融点におけ.る固体と液体との抵抗比

(βL/βS)Tm はFeが 1･05･Coが 1･21･Niが 1･47で

Perlitzの法則はあてはまらないo

2) Fe -Ni合金 一一一比抵抗 は温度 とともに直線的に増加す るO比抵抗

と組成 との関係は加成性から大きく正に偏椅 している｡ また75at多

Ni付近 で異常値を示 し,敵捧中にFeNi5 の クラスターの静成を暗示

している(Fig.2)o

5) Fe -Co合金 一一一比抵抗 は温度 とともに直線的に増加するo 比抵抗

と組成 との的係は加成性から僅かながら負に偏椅 しているO･また50at

多Co付近を境に して段圧依存性の傾向が異 なってお9,この組成を境 と

する献体鰐造の変化 あるいはFeCoのクラスタ｣の形成を瞭示 している

(Fig._2)0

4) Fe-C合金 -一一比抵抗は温度 とともに直線的VL増加す るO比抵抗は

組成 とともに単調に増加 し,特異点は兄いだされない(､Fig.5)0

5) Fe-Si合金 一一一上記5つの合金系 とは異ノなった挙劫を示す｡Si縫

定9at多 までは融解の除に比抵抗は増加するが,18藤以上では逆に汐

少するO魔敵合金の比抵抗の温度係数は53多までは正であるが.47啓

以上では負にな9.FeSi2に相当する組成で温度係数の絶対値が特に

大 きい.
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